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氏神神社のすぐ前 存在が忘れ去られ・・・

個人宅で利用

湧き水が減ったらしい

与名間の南部にあるという

キミキラトフの東の畑に？

七曲の東にあるという

平成23年度に道を整備

ほとんど井戸？

ナーマイジュンの上流にあたる

ナガタの名は何に由来？

個人宅のすぐ裏手

前野の高台にひっそりと　

意外とわかりにくい場所？

そろそろ忘れられそう？

10年前と同じたたずまい

湾屋橋の東側にあったという
天城中学校の西にあった・・・

海に近い急斜面にあった？

立派な石碑

西阿木名へ行く昔の道沿い

10年前は見られました・・・

畑の中の不思議な地下水路？

川敷川へ下りる途中

川田地区にあった鳴く泉？

豊かな湧き水が池を潤す

10年前は行けました・・・

もう下りられなくなったらしい湧き水が枯れてしまった？

下り道が草木におおわれて・・・

自然に帰ってしまいそう島で最も人気の泉

今も利用されている

　または、手入れされている

利用されなくなった

または、忘れられてしまった

残っているが行けない

または、枯れてしまった

大まかな場所のみ分かっている

　これから見つかる可能性あり

ケンムンが出そう？

県道のすぐ横

10年前はわからなかった

平成23年に整備

わかりづらい場所にある

10年間と変わらない 祈りの場でもある かなりピンチ

忘れられそう？

山の豊かな湧き水

立派なのに名がわからない

西郷どんが飲んだ水？

県道のすぐわき

今回、改めて調査したところ、イジュン（泉）は平土野以外の全集落にあり、合わせて　　　　　　　 ほど確認でき
ました。  個人宅のお庭にあるものから、集落からずいぶん遠いところにあるもの、枯れてしまったのや、自然に
還ってしまったもの、近年になって見直され整備されたり、古くから守られ愛されてきたものなど様々です。 松原
西区・上区には、名が分からないイジュンがいくつかありました。  また、西郷隆盛が岡前から大城（ふうぐすく）を
訪れた際に利用したイジュンが、前野にある「しょうじのテラ」の西側にあったと伝わっているそうです。

イジュンから湧き出る清水は、人々の命を守る最も重要なものでした。 それゆえ、この水には霊力があると古くから考えられており、出産時には決められた
イジュンから水を汲み、適温にして、生まれた赤子に浴びせることで、霊力を宿しました。 その霊力は、子を一生守り続けると信じられてきました。 また、亡く
なった人を、この世から送る際に行われる湯灌（ゆかん）にもイジュンの水を用いました。 徳之島では湯灌のことをアミソージ（アミイソージ）と言い、選ばれ
た男女二人ずつの近親者が、左綱で作った襷（たすき）をかけ、客間の畳を外し、イジュンの水でご遺体を洗って、この世で受けた穢（けが）れを祓って天界へ送
りました。 イジュンの湧水の増減や枯渇は、利用する人々の生活を大きく左右したため、同じイジュンを利用する＝運命共同体という意識を強めるととも
に、イジュンを崇敬し、礼拝しました。 元日の早朝には若水を汲み、お茶をたてて先祖の霊前に供え、家族もお茶を飲んで、一年の無事を祈願しました。 年に一
度決められた日にイジュンを清掃し、日々の感謝を伝え、拝んでいました。 天城町では戦前頃から家ごとに井戸を掘って利用し始め、さらに昭和41年には簡
易水道が整備され、イジュンを利用する機会はほとんど無くなりましたが、地域の人々は自らを守護する霊力をくれたイジュンを大切に管理して拝んできま
した。 しかし、近年はイジュンの清水の守護力への認識が薄れ、忘れ去られたイジュンが数多く存在します。 先祖代々、命のリレーを守り続けてきたイジュン
に、今一度目を向け、改めて感謝を示すことによって、太古より培われてきた島人の精神性が受け継がれるのではないでしょうか。

３４ヶ所

イジュン昔ながらの水汲み場

シリーズ天城遺産　その１５

集落に残っていますか？
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